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倉
市
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２
月
４
日
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発

　

鎌
倉
市
が
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月
４
日
に
発

表
し
た
２
０
１
９
年
度
当
初

表
し
た
２
０
１
９
年
度
当
初

予
算
案
は
総
額
１
１
２
５
億

予
算
案
は
総
額
１
１
２
５
億

９
８
０
０
万
円
、
一
般
会
計

９
８
０
０
万
円
、
一
般
会
計

は
昨
年
比
２
・
６
％
増
の
６

は
昨
年
比
２
・
６
％
増
の
６

１
２
億
３
９
０
０
万
円
で
、

１
２
億
３
９
０
０
万
円
で
、

市
内
の
小
中
学
校
の
ト
イ
レ

市
内
の
小
中
学
校
の
ト
イ
レ

の
全
面
改
修
や
、
幼
児
教
育

の
全
面
改
修
や
、
幼
児
教
育

の
無
償
化
な
ど
に
重
点
を
置

の
無
償
化
な
ど
に
重
点
を
置

い
た
。

い
た
。

　

保
育
園
等
に
通
う
第
二
子

　

保
育
園
等
に
通
う
第
二
子

の
保
育
料
の
無
償
化
を
引
き

の
保
育
料
の
無
償
化
を
引
き

続
き
実
施
し
、

続
き
実
施
し
、
1010
月
か
ら
は

月
か
ら
は

国
の
制
度
に
基
づ
き
、
３
歳

国
の
制
度
に
基
づ
き
、
３
歳

か
ら
５
歳
ま
で
の
全
て
の
子

か
ら
５
歳
ま
で
の
全
て
の
子

供
、
及
び
０
歳
か
ら
２
歳
ま

供
、
及
び
０
歳
か
ら
２
歳
ま

で
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

で
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

子
供
に
つ
い
て
の
幼
稚
園
、

子
供
に
つ
い
て
の
幼
稚
園
、

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
な

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
な

ど
の
費
用
を
無
償
に
す
る
。

ど
の
費
用
を
無
償
に
す
る
。

事
業
費

事
業
費
3535
億
６
４
０
０
万

億
６
４
０
０
万

円
。
円
。

　

待
機
児
童
解
消
に
向
け
て

　

待
機
児
童
解
消
に
向
け
て

は
、
新
し
い
保
育
園
の
整
備

は
、
新
し
い
保
育
園
の
整
備

事
業
に
４
億
７
２
０
０
万
円

事
業
に
４
億
７
２
０
０
万
円

を
計
上
し
て
い
る
。
２
０
１

を
計
上
し
て
い
る
。
２
０
１

９
年
度
中
は
保
育
園
の
定
員

９
年
度
中
は
保
育
園
の
定
員

増
が
１
９
０
人
、
２
０
２
０

増
が
１
９
０
人
、
２
０
２
０

年
度
中
に
１
３
５
人
増
が
見

年
度
中
に
１
３
５
人
増
が
見

込
ま
れ
る
。

込
ま
れ
る
。

　

整
備
さ
れ
て
今
年
４
月
開

　

整
備
さ
れ
て
今
年
４
月
開

所
す
る
の
は
、
佐
助
の
旧
法

所
す
る
の
は
、
佐
助
の
旧
法

務
局
跡
地
の
（
仮
称
）
佐
助

務
局
跡
地
の
（
仮
称
）
佐
助

保
育
園
（
定
員

保
育
園
（
定
員
9696
人
）
、
腰

人
）
、
腰

越
地
域
の
小
規
模
保
育
事
業

越
地
域
の
小
規
模
保
育
事
業

施
設
（
同

施
設
（
同
1919
人
）
、
七
里
ガ

人
）
、
七
里
ガ

浜
楓
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も

浜
楓
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も

園
（
同

園
（
同
7575
人
）
の
３
カ
所
。

人
）
の
３
カ
所
。

　

さ
ら
に
来
年
４
月
に
は
、

　

さ
ら
に
来
年
４
月
に
は
、

浄
明
寺
の
旧
県
営
住
宅
跡

浄
明
寺
の
旧
県
営
住
宅
跡

地
に
保
育
施
設
（
定
員

地
に
保
育
施
設
（
定
員
4040

人
）
、
鎌
倉
駅
東
口
に
小
規

人
）
、
鎌
倉
駅
東
口
に
小
規

模
保
育
施
設
（
同

模
保
育
施
設
（
同
1616
人
）
、

人
）
、

西
鎌
倉
幼
稚
園
内
に
小
規
模

西
鎌
倉
幼
稚
園
内
に
小
規
模

保
育
施
設
（
同

保
育
施
設
（
同
1919
人
）
、
西

人
）
、
西

鎌
倉
駅
そ
ば
の
駐
車
場
跡
地

鎌
倉
駅
そ
ば
の
駐
車
場
跡
地

に
保
育
施
設
（
同

に
保
育
施
設
（
同
6060
人
）
の

人
）
の

開
所
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

開
所
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

保
育
課
で
は
「
今
後
、
保

　

保
育
課
で
は
「
今
後
、
保

育
園
の
需
要
の
高
ま
り
が
予

育
園
の
需
要
の
高
ま
り
が
予

想
さ
れ
、
待
機
児
童
解
消
に

想
さ
れ
、
待
機
児
童
解
消
に

は
ま
だ
ま
だ
い
た
ら
な
い
と

は
ま
だ
ま
だ
い
た
ら
な
い
と

思
う
」
と
話
し
て
い
る
。

思
う
」
と
話
し
て
い
る
。

　

鎌
倉
同
人
会
は
２

　

鎌
倉
同
人
会
は
２

月
1919
日
、
鎌
倉
由
来

日
、
鎌
倉
由
来

の
サ
ク
ラ
で
今
は
希

の
サ
ク
ラ
で
今
は
希

少
と
な
っ
て
い
る
鎌

少
と
な
っ
て
い
る
鎌

倉
桜
「
桐
ケ
谷
」
を

倉
桜
「
桐
ケ
谷
」
を

西
御
門
の
市
立
第
二

西
御
門
の
市
立
第
二

中
学
校
と
由
比
ガ
浜

中
学
校
と
由
比
ガ
浜

の
鎌
倉
警
察
署
の
前

の
鎌
倉
警
察
署
の
前

庭
に
植
樹
し
た
。

庭
に
植
樹
し
た
。

　

同
会
は
１
９
１
５

　

同
会
は
１
９
１
５

年
に
設
立
し
た
鎌
倉

年
に
設
立
し
た
鎌
倉

で
最
古
と
い
わ
れ
る
社
会
貢

で
最
古
と
い
わ
れ
る
社
会
貢

献
団
体
で
、
２
０
１
５
年
に

献
団
体
で
、
２
０
１
５
年
に

設
立
百
周
年
を
迎
え
た
の
を

設
立
百
周
年
を
迎
え
た
の
を

機
に
、
鎌
倉
の
文
化
を
発
信

機
に
、
鎌
倉
の
文
化
を
発
信

す
る
活
動
と
し
て
鎌
倉
由
来

す
る
活
動
と
し
て
鎌
倉
由
来

の
サ
ク
ラ
の
普
及
を
目
指
し

の
サ
ク
ラ
の
普
及
を
目
指
し

て
い
る
。
今
回
は
、
中
学
生

て
い
る
。
今
回
は
、
中
学
生

の
郷
土
愛
を
育
み
、
海
岸
へ

の
郷
土
愛
を
育
み
、
海
岸
へ

の
道
す
が
ら
市
民
や
観
光
客

の
道
す
が
ら
市
民
や
観
光
客

に
観
賞
し
て
も
ら
お
う
と
高

に
観
賞
し
て
も
ら
お
う
と
高

さ
３
㍍
ほ
ど
の
若
木
を
植

さ
３
㍍
ほ
ど
の
若
木
を
植

え
、
同
会
の
植
樹
は
市
内
８

え
、
同
会
の
植
樹
は
市
内
８

　

毬
谷
友
子
を
ヒ
ロ
イ
ン
に

　

毬
谷
友
子
を
ヒ
ロ
イ
ン
に

片
岡
愛
之
助
、
樹
木
希
林
ら

片
岡
愛
之
助
、
樹
木
希
林
ら

出
演
の
写
楽
・
浮
世
絵
ミ
ス

出
演
の
写
楽
・
浮
世
絵
ミ
ス

テ
リ
ー
『
宮
城
野
』（
２
０

テ
リ
ー
『
宮
城
野
』（
２
０

０
８
年
製
作
・
２
０
１
０
年

０
８
年
製
作
・
２
０
１
０
年

公
開
）
の
上
映
と
山
崎
達
璽

公
開
）
の
上
映
と
山
崎
達
璽

監
督
の
ト
ー
ク
が
３
月

監
督
の
ト
ー
ク
が
３
月
1616
日

午
後
２
時
と
６
時
の
２
回
、

午
後
２
時
と
６
時
の
２
回
、

鎌
倉
市
小
町
の
鎌
倉
ギ
ャ
ラ

鎌
倉
市
小
町
の
鎌
倉
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
行
わ
れ
る
。

リ
ー
で
行
わ
れ
る
。

　

鎌
倉
在
住
の
山
崎
監
督
が

　

鎌
倉
在
住
の
山
崎
監
督
が

の
墨
書
銘
が
見
つ
か
っ
た
。

の
墨
書
銘
が
見
つ
か
っ
た
。

実
は
こ
の
日
付
は
開
基
で
あ

実
は
こ
の
日
付
は
開
基
で
あ

る
鎌
倉
幕
府
三
代
執
権
北
条

る
鎌
倉
幕
府
三
代
執
権
北
条

泰
時
の
亡
く
な
る
三
日
前
で

泰
時
の
亡
く
な
る
三
日
前
で

あ
っ
た
。
泰
時
は
自
身
の
死

あ
っ
た
。
泰
時
は
自
身
の
死

期
を
悟
り
、
如
来
像
の
完
成

期
を
悟
り
、
如
来
像
の
完
成

と
自
分
の
命
の
限
界
を
予
期

と
自
分
の
命
の
限
界
を
予
期

し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

う
か
。

　

義
母
供
養
の
為
そ
し
て
自

　

義
母
供
養
の
為
そ
し
て
自

身
の
来
世
へ
の
念
願
を
阿
弥

身
の
来
世
へ
の
念
願
を
阿
弥

陀
如
来
に
託
し
、
当
時
の
仏

陀
如
来
に
託
し
、
当
時
の
仏

師
肥ひ

後ご

定じ
ょ
う
け
い

じ
ょ
う
け
い慶

に
造
仏
を
発
願

に
造
仏
を
発
願

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推

察
さ
れ
て
い
る
。

察
さ
れ
て
い
る
。

　

如
来
を
拝
し
帰
路
、
掃
き

　

如
来
を
拝
し
帰
路
、
掃
き

清
め
ら
れ
た
参
道
を
歩
き
な

清
め
ら
れ
た
参
道
を
歩
き
な

が
ら
ふ
と
思
っ
た
。
鎌
倉
時

が
ら
ふ
と
思
っ
た
。
鎌
倉
時

代
、
多
く
の
困
難
を
は
ね
除

代
、
多
く
の
困
難
を
は
ね
除

け
よ
う
と
禅
と
い
う
道
を
志

け
よ
う
と
禅
と
い
う
道
を
志

し
た
し
た
武も

の
の
ふ

も
の
の
ふ士

た
ち
も
時
に
背
負

た
ち
も
時
に
背
負

い
き
れ
な
い
苦
悩
が
あ
り
阿

い
き
れ
な
い
苦
悩
が
あ
り
阿

弥
陀
如
来
に
祈
っ
た
の
で
あ

弥
陀
如
来
に
祈
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
如
来
の
瞳
の
奥
に
は

ろ
う
。
如
来
の
瞳
の
奥
に
は

そ
ん
な
人
々
の
思
い
が
み
え

そ
ん
な
人
々
の
思
い
が
み
え

る
よ
う
な
気
が
し
た
。

る
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

真
冬
に
も
か
か
わ
ら
ず
素

　

真
冬
に
も
か
か
わ
ら
ず
素

足
に
草
履
の
お
姿
で
親
切
に

足
に
草
履
の
お
姿
で
親
切
に

ご
案
内
下
さ
っ
た
副
住
職
様

ご
案
内
下
さ
っ
た
副
住
職
様

が
と
て
も
清
々
し
く
身
が
引

が
と
て
も
清
々
し
く
身
が
引

き
締
ま
る
思
い
で
あ
っ
た
。

き
締
ま
る
思
い
で
あ
っ
た
。

　

寄
木
造
。金
泥
塗
・
古
色
。

　

寄
木
造
。金
泥
塗
・
古
色
。

像
高
像
高
7070
㎝
、
鎌
倉
時
代
。

㎝
、
鎌
倉
時
代
。

※
写
真
は
修
復
前
の
も
の
。

※
写
真
は
修
復
前
の
も
の
。

引
き
締
ま
っ
て
見
え
る
。

引
き
締
ま
っ
て
見
え
る
。

　

そ
し
て
今
回
の
修
復
調
査

　

そ
し
て
今
回
の
修
復
調
査

に
お
い
て
大
き
な
発
見
が
あ

に
お
い
て
大
き
な
発
見
が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
阿
弥
陀
如
来

っ
た
。
そ
れ
は
阿
弥
陀
如
来

の
蓮
華
台
座
に
「
仁
治
三
年

の
蓮
華
台
座
に
「
仁
治
三
年

六
月
十
二
日
」
と
い
う
年
紀

六
月
十
二
日
」
と
い
う
年
紀

わ
れ
た
そ
う
で
、
古
色
で
美

わ
れ
た
そ
う
で
、
古
色
で
美

し
く
修
復
さ
れ
た
如
来
の
お

し
く
修
復
さ
れ
た
如
来
の
お

顔
は
い
ち
だ
ん
と
キ
リ
っ
と

顔
は
い
ち
だ
ん
と
キ
リ
っ
と

　

「
常
楽
は
建
長
の
根
本
な

　

「
常
楽
は
建
長
の
根
本
な

り
」
。
こ
こ

り
」
。
こ
こ
粟ぞ

く
せ
ん
ざ
ん

ぞ
く
せ
ん
ざ
ん

船
山
船
山
常
楽
寺

常
楽
寺

か
ら
ま
さ
に
中
国
宋
代
の
本

か
ら
ま
さ
に
中
国
宋
代
の
本

格
的
な
禅
が
日
本
中
に
展
開

格
的
な
禅
が
日
本
中
に
展
開

し
て
ゆ
く
。
境
内
を
歩
き
な

し
て
ゆ
く
。
境
内
を
歩
き
な

が
ら
ふ
と
そ
の
重
み
と
静
け

が
ら
ふ
と
そ
の
重
み
と
静
け

さ
が
心
に
沁
み
て
く
る
。

さ
が
心
に
沁
み
て
く
る
。

　

蘭
渓
道
隆
が
建
長
寺
と
い

　

蘭
渓
道
隆
が
建
長
寺
と
い

う
大
伽
藍
が
開
山
さ
れ
る
ま

う
大
伽
藍
が
開
山
さ
れ
る
ま

で
の
五
年
間
を
こ
こ
常
楽
寺

で
の
五
年
間
を
こ
こ
常
楽
寺

で
ス
タ
ン
バ
イ
し
、
禅
の
道

で
ス
タ
ン
バ
イ
し
、
禅
の
道

場
を
開
き
、
当

場
を
開
き
、
当

時
の
武
家
や
指

時
の
武
家
や
指

導
者
た
ち
に
参

導
者
た
ち
に
参

禅
弁
道
を
指
南

禅
弁
道
を
指
南

さ
れ
た
。

さ
れ
た
。

　

さ
て
、
本
尊

　

さ
て
、
本
尊

阿
弥
陀
如
来
は

阿
弥
陀
如
来
は

仏
殿
本
尊
と
し

仏
殿
本
尊
と
し

て
堂
々
と
鎮
座

て
堂
々
と
鎮
座

さ
れ
る
。
近
年

さ
れ
る
。
近
年

修
復
調
査
が
行

修
復
調
査
が
行

　

忙
し
い
現
代
人
と

　

忙
し
い
現
代
人
と

言
わ
れ
て
い
ま
す

言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
も
昔
も
変
わ

が
、
今
も
昔
も
変
わ

ら
な
い
こ
と
の
１
つ

ら
な
い
こ
と
の
１
つ

に
「
１
日
が

に
「
１
日
が
2424
時
間
時
間

で
あ
る
」
こ
と
だ
と
思
い
ま

で
あ
る
」
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
▼
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
な

す
▼
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
な

ど
の
普
及
に
よ
り
、
便
利
に

ど
の
普
及
に
よ
り
、
便
利
に

な
っ
た
と
同
時
に
様
々
な
こ

な
っ
た
と
同
時
に
様
々
な
こ

と
が
時
間
短
縮
で
き
、
効
率

と
が
時
間
短
縮
で
き
、
効
率

化
さ
れ
て
い
る
は
ず
な
の

化
さ
れ
て
い
る
は
ず
な
の

に
、
過
労
死
な
ど
が
増
え
る

に
、
過
労
死
な
ど
が
増
え
る

矛
盾
に
疑
問
を
感
じ
て
い
ま

矛
盾
に
疑
問
を
感
じ
て
い
ま

す
▼
同
時
に
、
朝
８
時
前
に

す
▼
同
時
に
、
朝
８
時
前
に

登
校
し
、
夕
方
は
部
活
動
。

登
校
し
、
夕
方
は
部
活
動
。

夜
は
習
い
事
や
塾
に
行
っ
て

夜
は
習
い
事
や
塾
に
行
っ
て

2222
時
に
帰
宅
…
社
会
人
と
同

時
に
帰
宅
…
社
会
人
と
同

じ
よ
う
な
生
活
を
強
い
ら
れ

じ
よ
う
な
生
活
を
強
い
ら
れ

て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
気
に

て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
気
に

な
り
ま
す
▼
生
活
の
ル
ー
ル

な
り
ま
す
▼
生
活
の
ル
ー
ル

を
自
分
で
決
め
る
こ
と
が
で

を
自
分
で
決
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
学
生
に
こ
そ
、「
働

き
な
い
学
生
に
こ
そ
、「
働

き
方
改
革
」
の
よ
う
な
ル
ー

き
方
改
革
」
の
よ
う
な
ル
ー

ル
を
提
示
し
て
、
自
分
自
身

ル
を
提
示
し
て
、
自
分
自
身

で
「
ど
の
よ
う
に
時
間
を
過

で
「
ど
の
よ
う
に
時
間
を
過

ご
す
か
」
を
考
え
る
時
間
と

ご
す
か
」
を
考
え
る
時
間
と

選
択
肢
を
用
意
し
て
あ
げ
た

選
択
肢
を
用
意
し
て
あ
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。（
Ｎ
）

い
と
思
い
ま
す
。（
Ｎ
）

　

▼

　

▼
湘
南
江
の
島
春
ま
つ
り

湘
南
江
の
島
春
ま
つ
り

　

９
・
９
・
1010
日
江
の
島
・
片
瀬

日
江
の
島
・
片
瀬

海
岸
。

海
岸
。（
７
面
に
関
連
記
事
）

（
７
面
に
関
連
記
事
）

　

▼

　

▼
祈
年
祭　

祈
年
祭　

1515
日
1111
時
、
時
、

亀
岡
八
幡
宮
。
五
穀
豊
穣
、

亀
岡
八
幡
宮
。
五
穀
豊
穣
、

商
売
繁
盛
を
祈
願
。

商
売
繁
盛
を
祈
願
。

　

▼

　

▼
彼
岸
会　

彼
岸
会　

1717
〜
2323
日
各
日
各

寺
院
。

寺
院
。

　

▼

　

▼
献
詠
披
講
式　

献
詠
披
講
式　

3131
日
1313

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

鑑
賞
の
手
引
き
や
舞
台
裏
の

鑑
賞
の
手
引
き
や
舞
台
裏
の

マ
ル
秘
エ
ピ
ソ
ー
ド
、樹
木

マ
ル
秘
エ
ピ
ソ
ー
ド
、樹
木

希
林
さ
ん
の
思
い
出
な
ど
を

希
林
さ
ん
の
思
い
出
な
ど
を

語
る
。２
５
０
０
円
。ネ
ッ

語
る
。２
５
０
０
円
。ネ
ッ

ト
予
約（
特
典
付
）

ト
予
約（
特
典
付
）http://

http://

urx.red
/P
B2F
ka

urx.red
/P
B2F
ka

、
予
、
予

約
専
用
電
話
☎
０
５
０
・
３

約
専
用
電
話
☎
０
５
０
・
３

４
６
６
・
６
２
１
７

４
６
６
・
６
２
１
７

カ
所
と
な
っ
た
。

カ
所
と
な
っ
た
。

　

同
会
副
理
事
長
で
瑞
泉
寺

　

同
会
副
理
事
長
で
瑞
泉
寺

の
大
下
一
真
住
職
は
「
皆
さ

の
大
下
一
真
住
職
は
「
皆
さ

ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
た

ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

い
」
と
話
し
て
い
た
。

腰越に建設中の保育施設腰越に建設中の保育施設＝４月開所予定＝４月開所予定

浄明寺の旧県営住宅跡地浄明寺の旧県営住宅跡地＝来春開所予定＝来春開所予定

樹木希林さんと山崎監督樹木希林さんと山崎監督

鎌倉桜を植える大下副理事長（右）と二中の星教頭鎌倉桜を植える大下副理事長（右）と二中の星教頭

二
中
と
警
察
署
に
鎌
倉
桜
を
植
樹

二
中
と
警
察
署
に
鎌
倉
桜
を
植
樹

鎌
倉
同
人
会
が

鎌
倉
同
人
会
が
１００１００
周
年
事
業
で

周
年
事
業
で

樹
木
希
林
さ
ん
偲
び

樹
木
希
林
さ
ん
偲
び

『
宮
城
野
』上
映

『
宮
城
野
』上
映

監
督
ト
ー
ク

監
督
ト
ー
ク

幼
児
教
育
の
無
償
化

幼
児
教
育
の
無
償
化

新
規
保
育
施
設
整
備
も

新
規
保
育
施
設
整
備
も

教
育
・
子
育
て
支
援
に
重
点

教
育
・
子
育
て
支
援
に
重
点

３月３月

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

（9090）

文　
　

永
井
宗
直

文　
　

永
井
宗
直

写
真　

原
田　

寛

写
真　

原
田　

寛

常
楽
寺
・
阿
弥
陀
如
来
像

常
楽
寺
・
阿
弥
陀
如
来
像

鎌倉市鎌倉市
予算案予算案
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